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遍
路
の
里
を
行
く

　

今
春
３
月
10
日
、
11
日
。
国
土
交
通
省
の
支
援

や
松
山
市
、
東
温
市
の
後
援
で
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

が
世
話
役(

主
催)

と
な
り
、
観
光
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
を
実
施
。
広
島
、
山
口
、
愛
媛
で
地
域
文
化

を
資
源
と
し
た
地
域
づ
く
り
や
観
光
振
興
に
取

り
組
む
中
国
地
方
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
、
広
島

経
済
同
友
会
、
宮
島
観
光
協
会
、
岩
国
、
呉
の
観

光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
の
会
長
さ
ん
、
し

ま
な
み
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
協
議
会
、
松
山

市
、
東
温
市
、
え
ひ
め
地
域
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー

な
ど
観
光
に
携
わ
る
現
場
の
リ
ー
ダ
ー
25
名
が

参
加
し
た
。

　

目
的
は
「
坂
の
上
の
雲
」
を
テ
ー
マ
と
し
た

フ
ィ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
構
想
の
も
と
、
今

春
か
ら
大
き
く
フ
レ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
す
る
松
山

市
中
心
地
区
と
道
後
地
区
、
住
民
主
体
で
遍
路

の
里
づ
く
り
を
進
め
る
同
市
久
谷
地
区
、
そ
し

て
昨
春
西
日
本
随
一
の
常
設
劇
場
と
し
て
オ
ー

プ
ン
し
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
坊
っ
ち
ゃ
ん
！
」
が

話
題
と
な
っ
た
坊
っ
ち
ゃ
ん
劇
場
を
見
学
す
る

な
ど
、
松
山
地
区
の
地
域
文
化
を
生
か
し
た
新

た
な
観
光
資
源
を
体
験
し
、
意
見
を
交
換
し
よ

う
と
い
う
も
の
だ
が
、
一
方
で
は
参
加
者
相
互

が
仲
良
く
な
り
、
西
瀬
戸
内
海
を
フ
ィ
ー
ル
ド

と
し
た
観
光
連
携
を
見
出
す
き
っ
か
け
づ
く
り

に
な
れ
ば
と
企
画
し
た
。

も
て
な
し
の
心
を
生
か
し
て

　

ツ
ア
ー
は
、
各
ポ
イ
ン
ト
で
専
門
家
や
行
政

担
当
者
、
住
民
代
表
が
リ
レ
ー
で
ナ
ビ
ゲ
ー
ト

す
る
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
方
式
で
進
め
た

が
、
松
山
市
長
の
中
村
時
広
氏
や
東
温
市
長
の

高
須
賀
功
氏
も
ス
ペ
シ
ャ
ル
解
説
者
と
し
て
登

場
。
参
加
者
相
互
の
親
睦
を
深
め
よ
う
と
利
楽

第四十六番札所浄瑠璃寺でお遍路さんの作法を当NPO法人理事
の中川重美さんが解説した
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広がる遍路の
里づくり

NPO法人地域共創研究所NORA
事務局長　黒田仁朗

～久谷地区の活動から～

坂本屋のスタッフといろりを囲んで話す参加者たち
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温
泉
で
開
催
し
た
交
流
会
に
は
坊
っ
ち
ゃ
ん
劇

場
に
出
演
す
る
わ
ら
び
座
の
役
者
さ
ん
た
ち
が
、

得
意
の
民
俗
伝
統
芸
能
を
披
露
し
、
大
喝
采
を

誘
っ
た
。
広
島
、
山
口
か
ら
の
参
加
者
は
、
住
民

と
行
政
が
一
体
と
な
っ
た
観
光
振
興
の
姿
勢
に

驚
い
た
様
子
。
中
で
も
遍
路
の
里
づ
く
り
を
進

め
る
久
谷
地
区
の
マ
ン
パ
ワ
ー
は
新
鮮
だ
っ
た

よ
う
だ
。

　

ツ
ア
ー
を
締
め
く
く
る
に
当
た
っ
て
催
し
た

意
見
交
換
会
で (

財)
中
国
地
方
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
理
事
長
の
櫟と

ち

本も
と

功
氏
は
「
中
国
は
関
西
と

北
九
州
経
済
が
通
過
す
る
と
こ
ろ
。
四
国
は
遍

路
文
化
で
培
わ
れ
た
“
も
て
な
し
”
の
心
が
息
づ

く
と
こ
ろ
。
広
島
を
入
口
、
松
山

を
目
的
地
に
観
光
連
携
を
進
め
て

み
て
は
」
と
指
針
を
投
げ
か
け
た
。

ま
た
、
利
楽
温
泉
や
坊
っ
ち
ゃ
ん

劇
場
を
運
営
す
る
㈱
ジ
ョ
イ
ア
ー

ト
専
務
取
締
役
の
越
智
陽
一
氏

は
「
地
域
文
化
を
守
る
大
切
さ
と

観
光
資
源
と
し
て
開
発
す
る
可
能

性
、
そ
し
て
意
義
を
強
く
感
じ
た
」

と
あ
ら
た
め
て
郷
土
の
魅
力
を
再

認
識
し
た
と
か
。
ま
た
、
呉
観
光

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
会
会
長
の
山
元

利
成
氏
や
岩
国
地
旅
の
会
会
長
の

杉
山
京
子
さ
ん
は
、「
西
瀬
戸
沿
岸

の
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
相
互
の
交

流
を
促
す
こ
と
で
連
携
が
具
体
的

に
促
進
さ
れ
る
な
の
で
は
」
と
意

気
込
ん
で
い
た
。

瀬
戸
内
と
も
連
携
し
て

　

久
谷
地
区
で
は
平
成
15
年
度
か

ら
「
坂
本
屋
」
や
「
大
黒
座
」
復
興

の
ほ
か
、
遍
路
道
散
策
絵
地
図
や

案
内
板
の
設
置
な
ど
、
当
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
が
お
手

伝
い
し
な
が
ら
住
民
有
志
主
体
で
遍
路
の
里
づ

く
り
に
取
り
組
み
、
本
腰
が
入
っ
て
き
た
。
専
門

家
た
ち
の
視
察
は
、
自
分
た
ち
な
り
の
方
法
で

取
り
組
ん
で
き
た
こ
れ
ま
で
の
活
動
を
客
観
的

に
考
え
る
絶
好
の
機
会
。「
自
信
と
や
る
気
」
へ

と
つ
な
が
っ
た
。
ま
た
、
西
瀬
戸
圏
の
観
光
仕
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3月25日には川瀬歌舞伎が披露され、超満員となった大黒座

当NPO法人理事の相原誠則氏の案内で旧遍路宿「坂本屋」へ。お接待を受ける参加者たち

掛
け
人
た
ち
と
の
交
流
は
、
大
き
な
励
ま
し
と

な
っ
た
。
今
後
は
、
松
山
中
心
地
区
や
道
後
地
区

ば
か
り
で
な
く
、
瀬
戸
内
海
を
回
廊
に
呉
市
の

大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
や
広
島
市
の
平
和
公
園
、

日
本
三
景
宮
島
、
岩
国
市
の
錦
帯
橋
な
ど
と
の

連
携
も
加
味
し
た
遍
路
の
里
づ
く
り
を
企
画
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思
っ
た
。


